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込
と
は
、
離
れ
た
場
所
に
い

る
当
事
者
間
で
資
金
の
や
り

取
り
（
決
済
等
）
を
行
う
金
融
取
引

で
あ
り
、
金
融
機
関
の
重
要
な
固
有

業
務
の
１
つ
で
す
。

　

振
込
取
引
の
当
事
者
に
は
、
依
頼

人
・
仕
向
金
融
機
関
・
被
仕
向
金
融

機
関
・
受
取
人
の
４
者
が
存
在
し
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
依
頼
人
と
仕
向
金

融
機
関
の
間
に
は
、
法
律
上
の
委
任

関
係
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
依
頼
人
が
仕
向
金
融
機

関
に
振
込
依
頼 

（
契
約
の
申
込
み
）

を
し
、
こ
れ
を
仕
向
金
融
機
関
が
承

諾
し
振
込
資
金
を
預
か
る
（
受
領
す

る
）
こ
と
で
、
当
事
者
間
に
振
込
事

と
れ
る
依
頼
人
の
連
絡
先
も
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

振
込
な
ど
の
為
替
取
引
は
「
取
引

時
確
認
」
が
必
要
な
取
引
に
該
当
し

ま
す
。
２
０
０
万
円
超
の
預
金
振
替

に
よ
る
振
込
あ
る
い
は
10
万
円
超
の

現
金
に
よ
る
振
込
の
場
合
に
は
、
法

令
に
則
っ
て
取
引
時
確
認
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
一
見
客
に
よ
る
現
金
振
込
の

場
合
に
は
、
マ
ネ
ロ
ン
等
対
策
の
観

点
か
ら
、
依
頼
者
の
本
人
特
定
事
項

の
ほ
か
、
振
込
原
資
や
受
取
人
に
つ

い
て
も
十
分
に
確
認
し
、
不
正
な
資

金
が
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
開
設
し
て
間
も
な
い
時
期
に

預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
資
金
を

原
資
と
し
て
、
高
額
の
振
込
を
行
う

な
ど
の
取
引
も
、
マ
ネ
ロ
ン
等
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

疑
わ
し
い
取
引
に
該
当
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
依
頼
を
窓
口
で
受
け
付
け
た

際
は
、
預
金
通
帳
の
動
き
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
預
金
口
座
に
不
特
定
多
数

の
人
か
ら
の
振
込
が
な
い
か
な
ど
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

務
の
処
理
を
内
容
と
す
る
委
任
契
約

が
成
立
。
仕
向
金
融
機
関
は
委
任
契

約
の
受
任
者
と
し
て
、
依
頼
者
に
対

し
て
「
善
管
注
意
義
務
」
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

内
容
を
確
認
し
誤
振
込
を
防
ぐ

　

仕
向
金
融
機
関
が
受
付
時
に
注
意

す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
は
依
頼

人
が
振
込
依
頼
書
に
振
込
内
容
を
正

確
に
記
載
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、
誤
振
込

を
防
ぐ
た
め
、
被
仕
向
金
融
機
関
の

名
称
や
店
舗
名
、
受
取
人
の
預
金
口

座
が
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

電
話
番
号
な
ど
、
緊
急
時
に
連
絡
が

••••••「為替」の手続き・書類 編•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

振

振
込

１
●
①
〜
⑥ 

加
来 

輝
正

7 6 5 4 3 2 1 

1 2 3 4 5 6 7 

振込依頼書 
お申込日 令和４年 ６月 １日 

お振込先 金融機関名 古代銀行 支店名 中野支店 

科目 1.普通 2.貯蓄 3.当座 4.（ ） 口座番号 

お受取人名 近代 花子 様 

金額 

金額の頭部に￥マークをおつけください。 

十億 百万 千 円 

ご依頼人 お振込人名 

近代 一郎 様 

ご連絡先 ご住所  東京都中野区新井〇-〇 

電話番号  〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

お支払方法 1.口座引落し 2.現金

引落口座（支店名・科目・口座番号） 

中野  支店 1.普通  2.( ) 

銀行使用欄

¥ 1 0 0 0 0 0 

お届け印 
近
代 

振込依頼書の見方

※書類のサンプルは一例です。金融機関によって形式は異なります。一部記載を省略していることがあります

イ

振
込
の
受
付
は
ど
う
行
う
？

注
意
点
は
？

ア

マネロン等
を含めた
対応の
注意点

✓
一
見
客
に
よ
る
現
金
振
込
の
場
合
、
本
人
確
認
を
は

じ
め
振
込
原
資
や
受
取
人
を
確
認
す
る

疑
わ
し
い
取
引
が
あ
れ
ば
預
金
口
座
に
不
特
定
多
数

の
人
か
ら
の
振
込
が
な
い
か
な
ど
確
認
す
る

✓

振込（現金による場合は
10万円超、預金からの振
替の場合は200万円超）
は特定取引に該当し、取
引時確認が必要となる

携帯電話番号など連絡
がとりやすいものが望
ましい。特に一見客の
場合には、確実に連絡
がとれるかどうか確認
する

金額相違を防ぐため、金
額頭部には￥マークを必
ず記載。振込相当額を預
かったことを確認する

高額の現金振込の場
合など、マネロン等
リスクを踏まえて原
資の確認等を行う

振込先欄が漏れなく記載さ
れているかチェック。特に
金融機関の名称、店舗名、
受取人口座等が正確に記載
されているか確認する

取
引
時
確
認

□取引時確認記録書作成
□取引時確認済を確認 確認印
①通帳等提示（　　　）
②面識あり　（　　　）
③聴取　　　（　　　）

特定取引に該当する場合、預金取引先については
依頼人から通帳等の提示を受け、すでに実施して
いる取引時確認記録と住所、氏名が一致している
ことを確認する。現金で受け入れる場合は、法令
に定められた本人確認書類の提示を受け、取引時
確認を実施し、実施記録を作成・保存する


